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モロッコ国鉄（ONCF）向け電気機関車×42両
座談会［第3回］（最終）

保守の状況は？

司会 それでは、後半の座談会を

再開したいと思います。

後半は、まず最初に日立製の電

気機関車42両の補修状況、これは

現在状況ということですか。そう

ではなくて、その当時からの補修

状況ということですか。

池田 残念ながら現状がわからな

いので、納めた当時の記憶で恐縮

なんですが話をしますけれども、

矢張り部品の供給が一番重要だっ

たと思います。納めてから30年間

稼働していて、これから30年間稼

働させると言っているんですけれ

ども、鉄道車両の稼働率を維持す

るのに一番重要なのは、予備品を

タイムリーに十分な量を供給すれ

ば、鉄道車両というのは相当長く

稼働が可能であるということで

す。その観点から、あの当時のこ

とを私なりに思い出してみます

と、さっきもちょっと申し上げた

んですけれども、部品が高いと相

当に文句を言われました。それで、

石田さんと私と、あの当時青焼き

のコピーで713枚の図面を担いでい

って、何の目的かというと、その

713枚全部を1枚1枚説明するんです

ね。最初はアズアウィさんだった

んですけれども、途中からその下

でやっている、さっき石田さんが

言っていたフランス人のデュモン

さんが出てきて、デュモンさん相

手で713枚の1枚1枚の説明をするわ

けです。材質から形から何から。

それで、これは日立から買います、

これは欧州のメーカーから買いま

す、これはモロッコ製の製品を採

用しますと、その713枚全部を1枚1

枚見ながら仕分けするわけです。

それで、日立から買うやつはこれ

だけだ、ヨーロッパから買う部品

はこれだけだ、だから、日立から

買う部品これだけの見積もりを出

せばそれでいいという話になる。

結局、定かには覚えていませんけ

れども、あの当時で6割から7割ぐら

いの部品に絞られたような記憶があ

りますね。それで結果的に必要充分

な部品をサプライできました。

あの後の稼働率の維持に非常

に役立ったのじゃないかと思い

ます。

座談会出席者

主席者：（株）日立製作所本社：伊藤国彦、村田　博
（株）日立製作所水戸：白戸正康
元（株）日立製作所：石田周二、鈴木博之、池田秀勝
三井物産（株） ：岡本俊彦

司会　JORSA：倉澤

モロッコ向け電気機関車商談の座談会第3回目の掲載です。3回の連載ですので今回が最終回です。
座談会そのものは1回でしたが、参加して頂いた皆さんのお話に、この商談への情熱があふれ、ボリ
ュームが多くなったので3回に分けての掲載となりました。
座談会記事を掲載したところ、当時このプロジェクトに携わった多くの方々から大きな反響があ

りました。この商談が、まさにBig Projectであったことを実感しました。
皆様の海外での鉄道ビジネスにお役に立てれば幸いです。

私のビジネス回顧録
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それから、あの当時のネゴの

仕方として、何で713枚をあんな

1枚1枚やるのかと言われそうで

すが、やっぱりモロッコ国鉄の

立場から考えるならば、自分た

ちの現地産を多くできるという

ことが非常に大きなメリットだ

ったという気がします。ですから、

日本からわざわざ持っていく部品

は、今でもどんどんその比率は下

がっているでしょうし、それが普

通だと思うんですね。彼らも当然

技術力は上がっていますし、メン

テナンス能力も上がっています

し、それに対応していくことがこ

れからも重要なのじゃないかとい

う気がしています。

それから、これから同じような

ネゴをやるかもしれないんですけ

れども、昔に比べて、今だったら

当然713枚の図面なんて担いでいく

必要はなくて、ほとんど今はもう

USBとかに入れてパソコンでもっ

て1枚1枚説明するようなことが可

能なので、今とはもう全然違うん

ですけれども、それでも考え方と

しては、やはりそういう現地産に

いかに協力できるかということが

非常に重要なポイントになるのじ

ゃないかという気がしています。

岡本 このへんのこと今の高稼働

率維持に直結していると推論でき

るんですけれども、これをきちん

と論証できたらいいですよね。

司会 例えば現地生産にしても、

今のお話で、こちらから積極的に

現地生産に協力するんだ、日本だ

からここまでやってくれるんだと

いう評価を得れば、日本の生きる

道というのはこれからもあるので

はないかという気がします。

岡本 私は、日立さんがある時期、

「やっぱりモロッコは遠いし、ず

っと何十年も使う機関車なのだか

ら、こういう図面は全部出すしか

ない」というご決断をされたのか

なと思っていたんですけれども、

さっきの鈴木さんのお話を聞く

と、無理やりもぎ取られたという

のが真相……？

鈴木 確かに戦略的にそういう方

法も1つあるのかなという気もし

ますね。

岡本 私もそう思いますね。それ

は結果論かもしれないけれども、

結局その英断があったからこそ、

今うまくいっているというのが多

分正解だと思います。

池田 何しろ、非常に手間暇のか

かる仕事で、普通の人じゃなかな

か、特に上司がなかなか理解しづ

らいといいますか、今言ったよう

にドキュメントの話もそうです

し、図面の話もそうですし、部品

の面もそうですけれども、余り大

向うをうならせる仕事じゃないで

すよね、金額も小さいですよ。そ

れに、あと会社の組織で言ったら、

上司もなかなか評価しにくいと思

いますよ。それで、やっぱり後か

ら考えてみると、お客さんにとっ

ては非常に重要な仕事になってい

るという気がしますね。

岡本 そうですね。本来、本体供

給と図面提出はワンパッケージで

考えるべきものかもしれません

ね。どんな車両にするかとそれを

どうやって保守し高性能を維持で

きるようにするかは、車の両輪だ

と思います。

スペアパーツ供給

伊藤 日立本体でスペアパーツだ

けの商売を続けるのは難しいかも
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しれないけれども、別なビジネス

モデルを考える必要がありますね。

岡本 何か工夫が要ると思うん

です。

本体はものすごくいいけれど

も、スペアパーツは高いし、納期

がかかるし、ある程度まとまらな

いと売らないとか、それは当社が

やっていることですけれども、円

建てLCじゃないと売らないとか。

だから、せっかくの円借款･ODA

の成果がそこで割り引かれてしま

っている。玉に瑕となっている。

今も世界各国でいろいろな商談

があるので、「モロッコの例では、

日本製車両はフランス製の倍は長

持ちしている」とか、そういうこ

とをぜひUICの会議に参加してい

る各国の代表に伝えて欲しいとモ

ロッコの代表に頼んだら、それは

事実だから言うが、スペアパーツ

が高いことも言うからなと釘を刺

された。

工夫のしようはあると思うんで

すね。日本国としてせっかくこん

ないい仕事をしたのに、何か良い

改善方法があるんじゃないです

か。基金をつくるとか。

村田 輸出組合殿が作成している

鉄道車両等輸出実績では、平成12

年から平成21年の10年間に於ける

モロッコからの受注実績は488.5K$/

年平均になっています。

司会 先ほどポーランドとフラン

スの電気機関車が先に入っていた

という話がありましたけれども、

それについて実際に現地でごらん

になって、稼働率とかコンペティ

ターの技術力についての印象はい

かがでしたか？

池田 これも、今最新の稼働率の

データというのは入っていないん

ですけれども、あの当時、さっき

もなぜ受注できたかという要因の

ところでも申し上げたんですけれ

ども、やはり例えばポーランドの

電気機関車とかアルストムの電気

機関車に技術的な問題があったと

いうことが非常に大きな要因だっ

たということなんです。ちなみに、

ポーランドの電気機関車について

は車輪の異常摩耗があったのと、

それは台車の設計上の問題で車輪

が異常磨耗するんだということ

で、これはたしか技術的にはもう

解決がつかないということで諦め

ていたと思います。それで、モロ

ッコ国鉄としてもこれはもうリピ

ートはだめだなというレッテルを

張ったと思います。それで、あの

後ポーランドからは買っていない

ですからね。

それから、アルストムの場合は

モノモーターでギアの接触点が多

いということで、やはり摩耗対策

とか給油、油漏れ対策に物すごく

手間暇がかかるということで、そ

ういう苦労があったということ

で、日立に対する評価が相対的に

高くなったといういきさつがあっ

たと思います。

最新のところのアルストムのい

ろんなインバーター電気機関車や

何かが相当入っていますけれど

も、それと比べても日立の3機種

の電気機関車というのは、ここま

で42両全部稼働しているというこ

とで、その辺の稼働率の高さとい

うのは今でも相当高く評価されて

もいいんじゃないかという気がし

ています。

岡本 今、前原大臣が日本の鉄道



31鉄道車両輸出組合報　2011  2/4－No.247

私のビジネス回顧録－座談会－

モロッコ国鉄（ONCF）向け電気機関車×42両　座談会［第3回］（最終）

は優秀なんだ、だからもっとシス

テム輸出を頑張るべきだみたいな、

そういう論調になっていますけれ

ども、例えばモロッコでは、本当

に日本の機関車は最優秀だったこ

とを実証しているんですよね。だ

から、そういう意味でもっと活用

の方法があるという気はしていま

す。でも本当に優秀な技術だった

のか？と言う人もいるんです。ど

の技術がフランス製と比べてそん

なに優秀で斬新なのですか？とい

う冷静な見方をする人がいる一方

で、ユーザーの実感からすると、

例えば定時性などは、圧倒的に日

本が優秀です。それはオペレータ

ーが優秀なんだということをヨー

ロッパ人は言う。フランス国鉄の

総裁などは、「日本から技術面で学

ぶものは何もないが、JRの職員は

輸入したい」と言う趣旨のことを

言ったそうですが、製品だって本

当は優秀なんですよ、多分。なか

なか証明は難しいですが、このモ

ロッコの機関車の事例は、うまく

使えば、日本製の優秀さの典型例

に出来ると思うんですが。

日本の機関車とヨーロッパの

機関車

石田 現在どういう商売をされて

いるか私も余りよく知らないとこ

ろもありますけれども、最近モロ

ッコの勉強をしましたら、モロッ

コは今アルストムがプリマⅡとい

うのを納めているんですね。今の

110円/EUROで1両が4億3000万円

ぐらいのものです。その前にプリ

型式
鉄道

電気方式
軸配置

電動伝達方式
最大運転速度 km/h
運転整備 kgf
動軸重 kgf
軌間 mm
最大長さ mm
最大幅 mm
車体高さ mm
全軸距 ｍｍ
台車中心距 mm
パンタ折畳高 mm
形式
固定軸距 mm
車輪直径 mm
型式
固定軸距 mm
車輪直径 mm
出力
引張力kgf
速度 km/h
型式×個数
定格容量 kW
定格電圧   v
定格電流  Ａ
歯車比
方式
制御方式

補機電源

型式

定格出力
直結発電機
電気ブレーキ装置
空気ブレーキ装置
製造初年
（水）写真No.全体
（水）写真No.台車
製作両数
記事

重
　
量

主
要
寸
法

定
　
格

主
電
動
機

制
　
御

相
変
換
機

両端
台車

中間
台車

E1100
モロッコ国鉄
ONCF
DC3,000V
Co-Co

ツリカケ式
100
120,000
20,000
1,435
18,500
3,000
3,712
15,200
10,900
4,210

4,300
1,250

2,850kW
22,400
45.4
6
475
1,500
345
16：65

抵抗カム軸
バーニア制御
電動発電機

3,000V/380Vac
3phase
150kVA

発電
WABCO PBL2
1977（s52）
770239
770102
22

E1200
モロッコ国鉄
ONCF
DC3,000V
Co-Co
アクスルローラ
ツリカケ式
100
132,000
22,000
1,435
20,720
3,000
3,864
17,200
12,900
4,210

4,300
1,250

2,850kW
22,400
45.4
6
475
1,500
345
16：65

抵抗カム軸
バーニア制御
電動発電機

3,000V/380Vac
3phase
130kVA

発電
WABCO
1982（s57）

8

E1250
モロッコ国鉄
ONCF
DC3,000V
Co-Co
リンク式
台車装荷
160
120,000
20,000
1,435
21,000
2,950
3,940
17,200
12,900
4,210

4,300
1,250

3,900kW
11,800
130.5
6
650
1,500
470
28：63

抵抗カム軸
バーニア制御
SIV：
670kVA,
3,000Vac/
3phase 380Vac
50z
SIV

670kVA

発電
WABCO
1984（s59）

12
世界最大のサイリスタSIV
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マⅠというのがありまして、プリ

マというのはアルストムは機関車

をそういう商標名で売っているん

です。プリマⅠというのはモロッ

コへも納められたらしいですけれ

ども、あと中国とか中近東とかあ

ちこちにディーゼル機関車も含め

て売っているわけです。ヨーロッ

パにももちろん、東欧なんかにも

売っています。どうも標準化して

実績があり経験のあるのを売りま

すというスタイルなんです。プリ

マⅡというのがいまモロッコに納

入中ですが、それがフランス国鉄

じゃなくてモロッコがプリマⅡの

第1番のお客だそうです。最新型

で一見非常にスマートです。彼ら

は格好は非常にいいんですね。標

準化されていますというのがくせ

者で、アルストムが先にモロッコ

に納めたE900というのも向こうの

標準型なんです。ヨーロッパの機

関車というのはヨーロッパでは

6000キロワットの機関車が客車数

両を引いてすっ飛ばしているよう

な感じで、荷重的には余りきつく

ないんですね。だから、アフリカ

とかそういうところへ行くとよく

事故を起こします。要するに、相

手の線路や使用条件に合うように

した設計ではない。自分のところ

の標準型を、デッドウエートを積

んだり少し変更したりしてそのま

ま持っていくというスタイルが多

く、1980年代にヨーロッパ連合が中

国へ150両の8軸の機関車を納入した

ときにモノモータを単純に各軸駆

動の2モーターの直列つなぎに置き

換えて納入したため、勾配引き出

しで大問題をおこし数十億円のベナ

ルティを取られたこともあった。そ

ういう点では日本は真面目に調べて

やるというのが、若干つくるほうの

宣伝もありますけれども、やっぱり

認めていただいてもいいんじゃない

かという気はします。

もうひとつ、外国がつくるのは

どうかということですけれども、

機械部分については、このごろは

工作機械もすぐ買えますから、特

殊構造以外は図面があったり寸法

をはかってつくればできると思う

んですけれども、機械･電気とも

心臓部をどうやって抑えるかとい

うことだと思うんです。私が一番

気にかかったのは、やっぱりソフ

トですよね、最近はとにかくコ

ンピューターでみんな動きます

から。ソフトが新興国へ行って

いるわけです。恐らく彼らはコ

ピーしていると思うんですけれ

ども。これは余り座談会で言う

のはおかしいかもしれませんけ

れども、そういうのをコピーし

たのがまた新興国はどこかへ売

るでしょうね。それをどうやっ

て抑えるかが問題です。

この前コンピューターをやって

いる人に聞いたら、なかなかわか

らないと言います。そういうのを

解析できるような技術はないのか

と言ったら、ないと。機械語にな

ってしまえばわからないと言うん

ですね。プログラムならわかるん

ですけれども、その人も機械語に

なってしまったら解析できない

と。そういうことで、そこら辺を

どう抑えるか。機械・電気的設計

やデザインを含めて、そういう知

的所有権を日本政府はもっとしっ

かりやってもらわないといかんと

いうことです。私は今の車両輸出

の問題は、円高の話と、それから

新興国が出てくるというふうな問

題ですね。それで知的所有権の問

題、円高の問題ももっと必死にや

ってもらわないと困りますけれど

も、そこら辺が問題ではなかろう

かと。ちょっと脱線しましたけれ

ども、そういう気がいたします。
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モロッコ国鉄の保守は優秀

司会 今、日本の機関車の技術が

非常にすぐれている証明じゃない

かということでお話がございまし

て、そのとおりだと思います。

ただ、日本の機関車の優秀性

と同時に、やはりモロッコ国鉄

側の保守力も当然一緒に評価し

なくてはいけないんだろうと思

うんですが、モロッコ国鉄担当

者の技術力が高い、この辺につ

いては皆さんどうお考えになっ

ているか、お話を伺いたいと思

います。30年以上も高い稼働率

を保っているというモロッコ国

鉄側の技術力の高さというもの

についての評価ですね。

白戸 それは、もともとフランス

の植民地でフランス人から教わっ

たこともあるでしょうけれども、

うちの機関車について言えば、い

ろんな図面を出して、そういうこ

とで物をつくり日本に実習に来た

人たちが我々を含めてみんな一生

懸命やってくれたということもあ

りまして、日本人だからよくやっ

てくれたということもないでしょ

うけれども、私の印象では、最初

は苦労はしましたけれども仕事が

楽しくできたこと。そういうこと

で、初めは嫌なこともありました

けれども、だんだん仕事で信頼感

が生まれ仲良く仕事が出来た。ト

ラブルに対しても一緒に対策をし

たり、改造の工程にもちょっと間

に合わなかったこともあったんで

すけれども、それに比べればもっ

と人間的な要素が大事で、みんな

一丸となって嫁に出した日立の電

気機関車を可愛がり協力したこと

に感謝します。

我々の技術もさることながら、

やっぱり彼らがそういうことで一

生懸命覚えよう、覚えようという

ことで、日本で言うと現場の組長

さんクラスなのかな、ああいう人

たちが一生懸命我々が言ったこと

に対してノートをとったりして、

下の人たちに教えていったり、そ

ういうことでやっていました。そ

れで、そこにいる区長さんをはじ

め、そういう指導の人の力もある

と思うんですが、非常にまめにや

っていたような感じもします。

石田 技術力というのは、理論的

とか計算とか、そういうものじゃ

ないですね。勘というのがあるね。

それには経験と、勉強したりとい

う努力によってできるわけです。

そういう勘というのは割合よくあ

るように思いますね。ここは壊れ

るんじゃないかというのは、強度

計算はややこしいですけれども、

壊れるのではないかというのはあ

る程度勘でわかるわけです。電気

的にもそういうことがあるんじ

ゃないかと思うんですけれども。

そういうのが割合あったのでは

ないかと。いろいろ昔から苦労

しているし、稼働率を上げると

いうことで勉強したんだろうと

思いますね。

今、メーカーでもそういうのが

ありまして、現場の組長さんらが

おかしいんじゃないかということ

を言われるわけです。今はどうか

知りませんけれども、とにかく昔

は、機械というのは割合目に見え

ますから、これはおかしいんじゃ

ないかということでありますし、

検査官が来て何かおかしいんじゃ

ないかということを言われて、何

とか無理やり説得してやったらや

っぱり後で壊れたというのがない
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ことはないので、そういう勘とい

うのがやっぱり必要じゃなかろう

かと。そういう点では、割合レベ

ルは高かったんじゃないかという

気がします。

モロッコ国鉄の実習生

司会 モロッコ国鉄側の技術力の

高さというものを今評価していた

だきましたが、日立としても実習

生をたくさん受け入れたり、こち

らでの教育活動を大分されたと思

うんですが、そのご苦労はいかが

だったでしょうか。

石田 実習生の方もよく来られる

んですけれども、余り詳しくなく

て一応こちらで説明してさっと帰

っていただくところとか、とにか

く今度来た人は厳しいということ

がいろいろなケースがありますけ

れども、このモロッコの実習生の

人は皆かなり厳しいほうで、技術

的な要求が割合あったように思い

ます。それは、いい点は向こうに

とっては勉強になりますが我々も

言われたらだいたい防戦するわけ

です、いや、これで大丈夫ですよ

と。それが後になって悪いところ

もあるし、向こうも言っているこ

とがおかしいこともあると思うん

ですよね。そこら辺のバランスを

どうするかというのはかなり難し

い。先ほどもありましたけれども、

いや、これは通しても現地に行け

ば必ず直させるよと言われて、や

っぱりまずくて直されたというの

もないことはない。そういう点で、

実習生はなかなか、将来の関係も

あり大事にしないといかんと思い

ます。実習生が来ると、我々の家

にも招待しまして、飲んだりいろ

いろ話をしたりします。モロッコ

の人もなかなかおもしろい人が多

かったように思いますけれども、

うちでしゃべりすぎて、翌日に会

社へ行ったら声が出なかったとい

うモロッコの人もいました。そう

いうことで、いろいろ人間関係を

つくるということもありますの

で、実習生と良い関係をつくって

おくということは絶対に必要だと

思います。たまには日本を見に行

ってこいというようなこともある

わけですけれども、とにかくでき

るだけ日本の味方になってもらう

ようにしておくのがよいわけで

す。モロッコについては、そうい

う点ではうまくいったほうかなと

いう気がいたします。

鈴木 実習生が3回来られました

けれども、結局、実習とは云いな

がら勉強している時間はそんなに

長くなくて、どっちかというと検

査官みたいなんです。多分向こう

から使命を帯びて来ていて、ちゃ

んとあちらの要求を通して、変な

ところ、気に入らないところがあ

ったら日本で直させてこいと、そ

ういう命令を受けていると思うん

ですよ。だから、向こうも勉強気

分で学生気分で来るんじゃなく

て、その任務を帯びて来ているの

で、中途半端な何か問題のあるも

のを持って帰ったら、逆に向こう

の実習生の立場もないと、そうい

うところがあったんじゃないかと

思います。ただ、こちらもそうい

う意味で真面目に対応したので、

人間関係は結果的には非常に良く

なって、現地でもプラスにはなっ

たということだと思うんです。

石田 今のは30年も前の話ですか

らそういうことになりますけれど

も、時間がたてばそうなるという
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ことでありまして、実際そのとき

は皆もう大変で、どないしようか

という日の連続であったのが事実

であります。

鈴木 こういう実習生対応は非常

に色々勉強しながら手間がかかっ

たということもあるんですけれど

も、その他に現地改造も非常に多

かったので、山のようにその修理

部品とか改造部品を送ったんで

す。頻繁にインボイスを書いて通

関させるんですが、なぜ向こうに

無償で納めるのに通関費を向こう

で取られるのかなと非常に疑問に

思いながら書いていました。売る

値段でインボイスはもちろん書か

ないですけれども、それをどうも

疑問に思っていました。現地で白

戸さんはそれを受け取る側だった

んですけれども、どうでしょう。

白戸 日本から送られてきた連

絡を受けて空港まで行って通関

するわけですけれども、通関す

るときに向こうの通関書類に、

ハンコを6人くらい押すのかな、

それが出されるまで丸一日かか

っちゃうんですね。

鈴木 途中から通関業者に頼む

ようになったんですよね。

白戸 そうですね。

稼働維持のための問題と対策

司会 それでは、今後のこの機関

車の稼働維持のための問題点と対

応策等について何かご意見があれ

ばお聞かせいただきたいと思いま

すが、いかがでしょうか。

伊藤 確かに車両を納めると予備

品が問題になることがあります。

具体的には、部品の価格、納期、

製造中止問題等です。私は平成の

時代に入ってからの入社ですが、

予備品に関する皆様の御苦労が、

必ずしも社内で伝承されていない

という現状がございますよね。従

いまして、いろんな引き合いを受

けたときに、これは古い案件だと

いうようなことを認識した上で対

応するのがビジネスの在り方とし

て基本だろうなと思いました。

私も、数年前には南アフリカへ

も行きまして、我々の先輩が納め

た機関車がまだしっかり走ってい

て、石炭を引っ張る機関車に走行

試験で乗る機会がありましたけれ

ども、ああいう80年代の頭とかに

入れた７Ｅシリーズが立派に走っ

ています。これはシーメンスとか

ヨーロッパのものよりも高い評価

をお客さんからもらっており、基

本的にヨーロッパの機関車を凌駕

したものと思っております。又、

南アフリカ向け機関車でも、現地

に行かれたエンジニアの方々が大

変御苦労されたというのは良く聞

きました。お客さんも味方につけ

て、日立ファンをつくり、よく手

入れしてもらっているということ

でしょうから。

今我々に出来ることは、予備品

の供給、即ち、必要な時に必要な

量を供給出来る体制と部品が製造

中止になったときに、お客様の立

場に立って代品を供給出来る体制

作りを整備して置くことが必要と

思います。

一方、メーカー自身がメンテナ

ンスをやっていかなきゃいけない

という商売だと、これはまた別な

契約のあり方もあるでしょうし、

新たな仕組みづくりというものが

必要になるかと思います。このモ

ロッコの話は非常に大事にしてい

かなきゃいけないんだなというふ

うには強く思いました。

池田 印象として残っているの

は、何しろリザーブとか日立に対

するクレームが来ますよね。これ

は現地からリザーブというオフィ

シャルな書類で来ることもある

し、それからあとテレックスや何

かで来ることもあるんですけれど

も、そのときに営業として受け取

って、そのときのリアクションで

すかね、受け取ってこの問題を頭で

理解した上で即工場で集まろうと。

関係者、特に印象に残っているのは

鈴木康さんとか白戸さんとか、まず

品証の人たちがリザーブの重要性と

かそういうものを物すごくよくわか

っています、これを言われたらどん

なものを無償提供させられるのか大

体予想が立つから即水戸工場に飛ん

でいく、それで関係者が集まる、そ

の辺の対応の早さと結束の強さとい

うのがモロッコの案件で頭に残って

いますね。

司会 日立の納めたモロッコ向け

の電気機関車としてのお話はとり

あえず以上でまとめさせていただ

きまして、最後に、鉄道車両製造

企業として、今後の鉄道車両案件

に対して参考にすべき点、若い方

に伝えたい皆様の知見をまとめと
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してお話しをいただきたいと思い

ます。まず、池田さんからいかが

でしょう。

これからのビジネスへのアド

バイス

池田 それでは、参考になるか

どうかわからないんですけれど

も、私なりに感じたことを申し

上げます。

まず、モロッコのこの案件が42

両で終わって、その後リピートに

ならなかった１つの大きな要因

は、あの国が一旦リスケジュール

の国になったのが結構大きかった

ですね。1973年、石油ショックに

より、りん鉱石価格が暴騰。その

後一転して1978年から79年、りん

鉱石の価格の下落により財政がひ

っぱくしたためです。それまで3

回ずっと円借款でとれていて、

当然その次の案件もやるとした

ら、ああいう国はもう円借款し

かないわけです。あの時点でリ

スケジュールになって当面円借

款が出ない国になって、それで

距離を置いてしまったんじゃな

いかと思います。

そういうことになったときで

も、これだけの42両の電気機関車

が納まっているときに何をフォロ

ーしたらいいか、結局細々ながら

提案営業とか、部品のサプライと

かサービス、そういう本体の商売

にならないだろうけれども、部品

とかサービスで何とか細々でもつ

ないでいくと。契約をつなぐこと

は、当然ながら向こうのモロッコ

国鉄の幹部との人脈も維持できる

わけですね。当然、小さい案件で

も、国鉄の人とは行けば必ず挨拶

しますから。そういうものによっ

て、例えば部品の為に定期的に巡

回サービスすると。例えば、モロ

ッコだけではなくて日立の営業マ

ンと、アフターセールスサービス

の検査の人間がペアになって、納

めたすべての国を定期的に巡回サ

ービスして、そこの国に納めた納

入実績としての日立の車両に対し

て部品のリコメンデーションをす

るとか、例えばここからあと何年

稼働するためにはこれだけの部

品が必要ですよというリコメン

デーションと技術的にどういう

ことをすれば稼働率がアップし

ますよとか、そういうアドバイ

スをすることですね。さっき言

ったNomenclatureの内容もそう

ですし、取説の内容もそうですし、

最新技術を念頭に置いてそういう

内容についてアドバイスしていく

ことで人脈をつなげていくことが

重要なのじゃないかと思います。

それから、当該国の専任者の育

成なんですけれども、これはどう

しても苦労するんですね、注文が

つながらないと。しかし、何とか

してでも、例えばローテーション

も１つあるでしょうし、人脈をつ

なげるための社内的な工夫という

ものをぜひこれからもとっていた

だきたい。例えば、モロッコは当

然ながらフランス語ができるのと

できないのでは全然違うわけです

ね。ですから、やっぱりそういう

人たちはモロッコの注文をとって

いる間はフランス語が非常に活用

できるけれども、その人達がモロ

ッコの受注がとれなくなれば他の

国もやらざるを得ないと。それは、

将来的な市場の維持のためにはそ

ういうこともある程度は覚悟しな

がら、どこかで食いつながせる工

夫が必要なんじゃないかという気

がしています。

それから、長期的視野に立つ継

続的円借款の供与なんですけれど

も、これは相当政治的な問題にな

りますのでなかなか難しいんです

けれども、有効な担保物件の確保

というのは非常に難しい言い方な

んですけれども、私は矢張りその

国の存在価値、例えば政治的価値、

それから資源の価値等、その国と

の継続的な付き合いに存在価値を

見出すべきと考えます。ですから、

先程申上げたアラブ諸国へアプロ

ーチする場合の仲介的役割を果た

して貰うとかあるいは地政学的見

地から、日本にとってこの国は付

き合っていく上にはこういう価値

がある国ですという視点から借款

が出るような工夫をするべきなん

じゃないかと思います。

例えば、当然ながらモロッコは

リン鉱石なわけですね。さっき岡

本さんが言われたように、リン鉱

石は、例えば世界の食料生産を考

えたらモロッコはそれを産出する

上で戦略的に非常に重要な資源国

だという説得性ですね。

もう1つは、地政学的に言うと

モロッコはアフリカに進出するた
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めの1つの北からの窓口になるん

ですね。皆さん多分もうご承知だ

と思うんですけれども、ジブラル

タル海峡のプロジェクトが今ある

わけです。そうすると、例えばヨ

ーロッパとかそういう国を通じて

モロッコに入っていく、その手段

としての一番最初の、もう随分実

績はありますけれども、そういう

モロッコのアフリカにおける位置

づけも考えてODAを何か考える

必要があるんじゃないかという気

がしています。

それから、日本政府関係省庁と

の連携強化というのは、これは私

がずっとODAの案件、この案件を

モロッコでやっていて印象に残っ

ているのは、特に私がやっていた

ときにはモロッコの大使館で本野

さんという大使がおられまして、

この方はモロッコ大使をやられて

から帰ってきて外務省の審議官を

やられた方なんですけれども、こ

の方が非常に協力的だったですね。

後宮さんはお父さんが外務省です

から当然人脈的に旧知の間柄でお

られたでしょうし、又、その当時

は、日立では私の他に、青木部長、

金子部長代理も本野さんと連絡を

取り合っていました。この本野さ

んがいろいろとアドバイスしてく

れたというのも結構大きかったと

思います。それは、大使の立場と

してモロッコという国を理解して、

こういう考え方で円借申請書をつ

くれば日本政府としても非常に理

解しやすいとアドバイスをしても

らった方です。

もう1つ、モロッコの場合だけ

じゃないんですけれども、私が1

つ印象に残っているのは、ほかの

国の大使館の商務官の人や何かと

話をしているんですけれども、大

使館の商務官の人がその国の企業

に色々とアドバイスしてるんです

ね。例えば、ヨーロッパの連中な

んかとよく現地で話しています

と、困ったときになると商務官が

助けるんです。トラブルが起きた

ときに、特に鉄道、電力とか官庁

絡みの仕事になると、商務官が随

分しゃしゃり出てきてトラブルシ

ューティングにアドバイスしてい

たという印象を持っています。1

つその人たちが言っていたのは、

契約のときから法律知識に基づい

て、こういう文章でやるとやばい

よとか、この国の法律からいくと

こういう言い回しをしたほうがい

いよとか、そういうことまでアド

バイスすると言っていました。モ

ロッコの場合はそういう経験はな

いんですけれども、こういう政府

絡みの輸出の仕事では大使館とし

てアドバイスをするときに非常に

重要なポイントなんじゃないかと

思います。特に、法的係争問題が

発生した時、国際常識の観点から、

当該国に対して仲裁の労を担って

頂ければ、問題解決に無駄な時間

をかける必要が無くなると思いま

す。当該国に対してその国の法律

について結構よく知っている人が

いますからね。

それからもう1つは、モロッコ

で話をしていて思い出すのは、さ

っきも言ったようにWABCOとか

FaiveleyとかSambre et Meuse

（サンブレミューズ）、そういうフ

ランスのメーカーとのネゴという

のは物すごく大変だったんですけ

れども、ただ、旧宗主国のフラン

スのメーカーと何とかうまくジョ
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イントというか協力しながら何か

をやり遂げるというのかな、連合

を組むまではなかなか難しいかも

しれないですけれども、例えば部

品としてなるべく多く使うとか、

そういう工夫をこれからすると、

結構お客さんのほうもフランスの

メーカーからでしたら地理的にも

部品の調達で有利ですし、価格的

にも有利です。又部品の金額低減

にも役立ちますから、そういう旧

宗主国のメーカーとの協力はこれ

からも必要なんじゃないかという

気がしています。

今後の商談では、各国で中国と

の競合が予想される訳ですが、矢

張り、我々は、中国のような短期

的利益追求には与せず、部品製作

への支援等を通じて、その国の基

本的産業のレベル向上に協力して

行くべきと思います。

石田 今後の輸出ですけれども、

この円高で輸出は大変だと思いま

す。我々が最初にやったころはド

ルが360円でポンドが1000円の時

代だったんですけれども、そのと

きにもあまり注文をとれなかった

んですが、それが300円になり、

180円になり、それでやるやると

言って何とかやっていたんですけ

れども、しかし、今のこの円高で

やっているというのは大したもの

で、一体どうやってやっているの

か敬意を表する次第です。

国際競争が激しいですから、や

っぱり日本も国内勢でうまく、連

合とか協調してやっていくことが

必要ではなかろうかと思います。

競争も必要ですけれども、我々の

ころは重電3社連合というのがあ

りまして、どこかが代表でやって

両数で分けるということもありま

した。どういう方法がいいか知り

ませんけれども、新幹線輸出の話

なんかを聞いたらやっておられる

そういう気もしますが、政府も最

近は乗り出してきて、JRさんもま

とめられるようだし、連合の体制

もとられているようで、その点は

いいんじゃないかと思います。

我々のころは、円クレはありまし

たが、とにかくあまり政府直接の

受注支援はありませんでした。

よその国に比べたらうらやまし

いというのがしょっちゅうだっ

たんですけれども、そういう点

ではよくなっているのではない

かと思います。

最近、モロッコの現状をインタ

ーネットで見て思ったんですけれ

どもヨーロッパは非常にうまく宣

伝しますね。さっきのプリマ機関

車の話も、それをホームページで

見たら非常にスマートにできてい

るように見えます。我々、昭和30

～40年代には先生はドイツ･フラン

スで、雑誌を一生懸命ドイツ語と

かフランス語で読み、それで勉強

して、いや、すばらしいなと思っ

たけれども、実際はそうでもなか

った。外国に出た車両はかなり壊

れていましたから。そういうこと

もありますが、とにかくPRという

ことについてはどうも日本は下手

じゃないかという気がするんです

ね。輸出組合さんも、インターネ

ットを利用しまして、ちょっと金

をかけてホームページを作り

GOOGLEの上位に出るように工夫

して、日本の車両はこういうぐあ

いにいいんだ、基礎の技術がある

んだというのをもっとPRしたらい

いんじゃないかと思うんですね。

印刷代はかかりませんから、ソフ

トをつくる金だけでできるんです

から、幾らかかければ立派なもの

ができますから、メーカー全体で

日本の車両はとにかくこんなに優

秀なんだというのを、ちょっと背

伸びしてもいいが研究成果などを

含めてPRすれば良いと思うんで

す。ヨーロッパは、その点非常に

ああいうところはうまいですね。

そういうことを感じたわけです。

司会 今おっしゃっていただいた

輸出組合頑張れと、いろんなツー

ルを使って海外広報を強化しろと

いうのは、非常に私どもも今危機

感を感じております。ありがとう

ございます。

それでは最後に、今後このモロ

ッコで成功したODA案件の推進の

上で、池田さんもおっしゃってお

られましたけれども、商社の立場

から岡本さん、何か一言、締める

意味でお願いいたします。

今後のODA案件に向けて
岡本 さっき池田さんが大変いい

ことをおっしゃられて、私の気持

ちはすべてもう代弁されているん

ですけれども、例えばですけれど

も、巡回営業、提案営業、こうい

うものを復活して、このモロッコ
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の機関車の例で言えば、3回も円借

款で入れているわけですから、そ

れが今後ともどうしたらもっとう

まく長く彼らの希望どおりに動か

せるかという観点から、リハビリ

提案をして、これに新たなODAを

つけるとか、何かそういう積極的

な攻め口を考えたいなと思います。

やれば必ず受けると思います。日

本は、とことん最後まで面倒をみ

てくれる国なんだという形を残す

と、それはそれで何ものにもかえ

がたいPR、プロモーションになる

んじゃないかと思います。

それから、先ほど地政学的な戦

略的な位置づけを池田さんがおっ

しゃっていましたけれども、モロ

ッコのような親日国をちょっと意

図的にえこひいきして、徹底的に

助けることで、ほかの国も、では

どうしたらモロッコみたいに日本

から支援してもらえるようになる

んだろうか？みたいに、ちょっと

態度を改めたりもするだろうし、

モロッコが今度は周辺のもっと後

進の国をモロッコの力で、我々か

ら得たものを使って助けていくと

いう支援の好連鎖も生まれてくる

可能性があると思うんです。おぼ

れている人を一遍には助けられな

いけれども、１人助けると、助け

られた人が今度はおぼれている人

を助ける側にまわれると、よくそ

ういう例えをモロッコの政治家が

していましたけれども、まさにこ

の機関車で言えば、そういうこと

がひょっとしたら可能ではないか

なと思うんです。

あの国は門閥とかは多少ありま

すけれども、概ね非常に平等で、

アズアウィさんみたいにアトラス

の辺鄙な村で育って、それでも政

府のお金で留学してああいう立派

な地位を得て、かつ大きな仕事を

残すという、勉強すればのし上が

れるぞみたいな、勉強熱心な、で

も常に冗談を言っていて、つき合

って本当に楽しい気持ちのいい国

なので、こういう国を1つのモデ

ル事例として、ほかの国にも同じ

ような貢献ができたら本当にすば

らしいなというふうに、常日ごろ

から思っています。

池田 もう１つ、今思い出したこ

とを言っておきます。さっき、政治

的な話で担保物件というようなこと

を言いましたけれども、現在のモロ

ッコの国王はモハマド6世です。

我々がこれをやっていたとき

は、モロッコ国王はハッサン２世

だったんですけれども、王室があ

る国は日本としてつき合いやすい

ところがあると思うんです。

モロッコのアフリカにおける重

要性はもう１度この面から認識し

ておいたほうがいいんじゃないか

と思います。モハマド６世が来日

したのは2006年ですから、余りし

ょっちゅうは来ないでしょうけれ

ども、やはりあの国で王様が言う

ことは非常に重い。

日本の皇室に政治的なものを期

待するわけではないんですけれど

も、王室がある国ということで日

本人として非常につき合いやすい

国であることは頭に入れておいた

ほうがいいと思います。

鈴木 話は変わるかも知れません

けれども、我々、今日はたまたま

水戸工場から３人代表で来たんで

すけれども、他にも貢献度が非常

に高かった方々がいらっしゃるん

ですが、検査品証の鈴木康治さん

は勿論のこと、玉津さんという主

任技師、それから麻場さんという

電気の関係の技師、途中で主任技

師になられました。それから検査

品証の菊池さんも非常に現地で長

く滞在されまして、大きな貢献を

された。あと、日立工場も個々の

名前は言いませんけれども、非常

に苦労されております。それから、

私の印象に強かったのは京三製作

所の黒田さんです。京三のATSな

んですけれども、アズアウィさん

に非常に鍛えられて、多分、先程

池田さんも言われましたけれど

も、金額が大きくないので社内で

は非常につらい立場になって、１

人孤軍奮闘したんだと思うんで

す。そういう方々のご苦労と協

力のもとに成り立ったというこ

とを付け加えたいと思います。

石田 今、商社さんのお話があり

ましたけれども、商社さんもいろ

いろ、あちこちでおつき合いしま

したけれども、とにかく商社さん

はすばしこい。政治力もあって、

日本の商社というのは立派なもの

だと思っております。別にお世辞

じゃないんですけれども。

それで、今どうやっておられる

のか知りませんけれども日本のこ

ういう競争力で問題になるのは、



システム的にまとめるということ

が非常に重要であろうけれども余

り上手ではないということです。

ヨーロッパはメーカーも組んで、

モロッコにもアルストムがまとめ

てシーメンスも入っているんです

ね。とにかく日本は鉄道技術は立

派なんですけれども、どうもまと

めるという点については余りよく

ない。そこら辺は商社さんはもっ

とご援助願いたいと思うんですが、

とにかく商社さんはすばしこくて、

後藤さんにはモロッコでたいへん

お世話になったと思うと、マレー

シアで東芝さんと一緒にディーゼ

ル機関車をやられましてうちは負

けました。つぎに三井物産さんは

アメリカのディーゼル機関車を売

られ、常磐線にシーメンスが入り

ましたが、これも物産さんじゃな

いですか。非常にすばしこいのは

国際的企業として当たり前ですけ

れども、もっとうまく日本のメー

カーをまとめて、プラントも入れ

まして、そういうぐあいにしてや

っていかないと、やっぱり太刀打

ちできないんじゃないかという気

がします。韓国なんかは、今の大

統領が、政治力かどうか知りませ

んけれどもまとめて、果たしてあ

んなのでもうかるのかと思うよう

なことをやるわけなんですが、そ

ういう点では日本としてひとつ三

井物産さんなど商社さんの政治力

に大いに期待したいと思います。

イギリスは、日立は単独でやっ

たんですね。

伊藤 そうです。

石田 今後もそういう方針ですか。

伊藤 やれるところはもう。

石田 そうですか。結構でござ

います。ひとつ今後の、この円

高の中で大変だと思いますけれ

ども、ご活躍を期待する次第で

ございます。

岡本 １つつけ加えたいと思いま

す。本題から外れるかもしれない

んですけれども、例えばモロッコ

は、私は皆さんが非常にいい仕事

をされたと心から尊敬するんです

けれども、あれはやっぱり円借款

の後押しがあったから最初できた

わけですよね。だから、さっき石

田さんがおっしゃられたシステム

輸出ということもなかなか簡単で

はないので、やっぱり最初だけは、

円借款か何かで特別にてこ入れを

していただくということが、やっ

ぱり決め手になるんじゃないかな

という気がします。単にオネダリ

ということではなく、長い目で見

た効率面で。私は、高速鉄道シス

テムの輸出などが、日本の鉄道産

業が一番まとまりやすい対象とい

う気がしています。

司会 座談会はこれで終わらせて

いただきます。

本日は皆様の貴重な体験をお話

いただき大変お世話になりまし

た。ありがとうございました。
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私のビジネス回顧録

伊藤国彦　日立製作所社会産業インフラシステム IEP推進本部部長代理
村田　博　日立製作所社会産業インフラシステム海外第一部部員

白戸正康　日立製作所電機グループ水戸交通システム本部

交通システム品質保証部駆動QA
石田周二　元日立製作所水戸工場主管技師長

鈴木博之　元日立製作所水戸工場交通設計部主任技師

池田秀勝　元日立製作所海外電機営業本部交通ビルシステム部部長代理

岡本俊彦　三井物産（株） 交通プロジェクト部　コーディネーター


